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【序】発光オワンクラゲやウミホタルの生物発光基質であるイミダゾピラジノン
誘導体は、生物・化学発光特性のみならず、特異なπ電子系の性質に起因する長
波長蛍光性やソルバトクロミズム等の興味深い性質を有する。本研究ではこのイ
ミダゾピラジノン構造を複合化した新しいπ電子系化合物の開発を目指し、特に
ビス誘導体に着目して、新規誘導体を合成し、その分光学的性質や分子構造など
の基本物性及び、二段階化学発光反応に関する研究を進めた。ビス誘導体として
は、2,2’及び8,8’連結型誘導体をそれぞれ扱った。   
【実験・結果】本研究で用いたビス誘導体をScheme 1にまとめた。直結型8,8’-ビ
ス誘導体である1aと1a-EtのＸ線結晶構造解析を行い、共役した平面構造を確認し
た。また、ビス誘導体においてもイミダゾピラジノン環の特徴的な結合交替の性
質を維持していることが分かった。次に、8,8’-ビス誘導体1a-eと2,2’-ビス誘導体
3a-cの紫外可視吸収スペクトル測定を行った。8,8’-ビス誘導体においては、直結
型1a-cが最も長波長領域に電子吸収を示し、次いでフェニレン誘導体1d,e、単環性
イミダゾピラジノンの順に短波長シフトした。2,2’-誘導体3a-cも、単環性誘導体
より長波長に電子吸収を示した。これらの電子吸収の性質は、イミダゾピラジノ
ンの分子軌道の性質を反映することが分かった。特に、8,8’ビス誘導体ではLUMO
と環同士のねじれ構造、2,2’-ビス誘導体ではHOMOとLUMOの性質が反映してい
る。8,8’-ビス誘導体1a-cの塩基存在下のDMSO中で化学発光反応を調べた結果、一
段階目よりも二段階目の発光反応が速く進行することが分かった。よって、8,8’
ビス誘導体では一段階目と二段階目の化学発光が混ざって観測されることが分か
った。  
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